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ごみ広域処理施設・運営事業者の不適切行為について 

朝霞和光資源循環組合 

令和７年７月３０日 

事案の概要 ○本組合がごみ広域処理施設の運営を契約しているカナデビア㈱（以

下「カナデビア」という。）及びカナデビアの子会社（カナデビア環

境サービス㈱）において、他のごみ処理施設の運営又は運転業務を行

う中で、①ごみ焼却量に関する不正測定、②排ガスに関する測定値の

基準値逸脱及び改ざん、③炉内温度に関する基準値逸脱及び改ざん、

④排ガスに関する分析計の不正操作があった。 

発覚の経緯 ○令和６年に、カナデビアの船舶用エンジン事業で不適切行為が発覚

した。この調査のため、同社グループから独立した外部有識者により

構成される特別調査委員会が設置された。調査の一環で、全社に対し

て特別調査委員会によるアンケートや聞き取り、ホットライン窓口

の設置等が行われた。 

○アンケート等の調査で、他事業でも不適切行為の疑いが判明した。こ

れを受け、特別調査委員会は、他事業の不適切行為の疑いに対しても

調査を行った。 

○特別調査委員会による調査の結果、複数の事業で不適切行為の存在

が確認された。 

不適切行為 ○カナデビア及び同社グループが運営又は運転を請け負っている全国

107か所の施設のうち７か所のごみ処理施設で、以下の４類型の不適

切行為が行われていた。 

○現在はすべて是正されている。 

①ごみ焼却量の運転目標値に未達あるいは超過のおそれがある際に、

ごみを焼却炉に投入するクレーン操作を不正に行うことで、ごみ重

量の計量を不正に水増し、あるいは免れて、運転目標値に収まるよう

にしていた。（ごみ重量は、クレーンでごみをつかんで、投入口の所

定位置に移動した状態で、クレーンバケットを開く操作をした時の

ごみ投入量が、クレーン自体の重量込みで自動的に計量される。） 

②焼却炉の排ガスの数値が、基準値を超過しそうになった際、計測装置

を保守モードにする、基準値を超過した場合には記録されたデータ

を上書きするなどの方法で、実際の数値が記録されないようにして、

基準値以内に収まるようにしていた。 

③焼却炉の炉内温度が基準値を下回った際、記録されたデータを上書

きして、基準値以上となるようにしていた。 

（次のページへ続く）  
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 ④排ガス中の HCl および SOx の運転監視値について、同社と顧客の間

で定めた保証値（顧客排ガス基準）よりも厳しい自主管理基準値を設

け、当該自主管理基準値を超過しそうな状態になったとき、または、

消石灰吹き込みノズルの清掃が必要な状態にあるときに、排ガス分

析計を点検・保守モードに移行する操作を行っていた。 

○運転目標値等に収まらない場合の取扱いが定められていたが、運転

作業員は当該目標値に収めることが絶対であると思い込み、不適切

行為に至ったと推測される。 

再発防止策 ○カナデビアにおいて、顧客の設備に応じた、運転要領書等の改訂、ク

レーン計量装置の改修、排ガス基準値超過時に自動運転停止する機

能の付加などの対策を実施する。これらの対策は、本組合のごみ広域

処理施設においても適用されるものと考えている。 

○同時に、本組合としても以下に示す対策を実施する。 

組合の対応 ○カナデビアの公表を受けて、令和７年５月 19日に、本組合、朝霞市、

和光市の合同でヒアリングを実施した。 

○７か所での不適切行為について、朝霞市、和光市は該当しないことを

確認した。また、同社の全事業を対象に調査した結果が今回公表され

ており、過去の補修工事における不正行為は確認されなかった。 

○今後も調査を継続し、他施設での再発防止策について随時情報収集

を行う。 

○ごみ広域処理施設の運営事業については、詳細をこれから協議して

いく段階にあるため、協議の過程で再発防止策を盛り込みながら進

めていく。 

○今後、発注を予定している運営モニタリングの内容検討において、同

様に再発防止策を盛り込んでいく。 

○不適切行為が発生した背景にも留意し、同社と本組合との円滑な協

議体制の構築について今後検討していく。 

契約の取扱い ○本組合の入札契約制度では、他団体での不適切行為に対して、契約済

の案件に対するペナルティ等は規定されていない。 

○今回の不適切行為は、カナデビアとの信頼関係を揺るがす事案であ

る一方、自主的な調査の範囲を拡大するなど、自浄に向けて行動した

結果判明したものであることを踏まえ、現時点で、本組合としては、

契約を解除する等の措置は考えていない。 
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